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1920 年代に朝鮮からの渡航者が増え続けたのは , 植民地支配下で経済的状況が変化したこ
とや , 日本の教育などにともなう文化的・社会的な変化 , 朝鮮人に就職口の門戸が閉ざされ
たこと , 渡航を促進する交通機関・通信機関が整備されたことなどが理由である。こうした
朝鮮社会の変動・変容を背景として , 日本への渡航が大規模に起こったと考えられる〔水野・
文 2015 年 , 第 1 章〕。





キーワード：在日コリアン ,　イムジン河 ,　朝鮮学校 ,　「パッチギ！」,　フォーク ･ クルセダーズ
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げられる。さらに , 1929 年の世界恐慌が翌年に日本におよび（昭和恐慌）, さらに朝鮮にも
波及して農村の疲弊が深刻となり離農が進む。そのため , 農村社会は大きく変動して多く
の農民が住み慣れた村を出て移住し , 朝鮮半島内部で大規模な人口移動が発生した〔青野
2018 年 , 第 1 章〕。移住者たちは , 朝鮮半島の北部地方では国境を越えた地域にまで至り , 朝
鮮族の集住地域（中国の現・延辺朝鮮族自治州など）を形成する。
一方 , この時期の日本では第一次世界大戦後の都市化や工業化で労働力の需要が増してい
た。そのため , 南部地方では慶尚北道・慶尚南道を中心に , 釜山港から下関港まで連絡船に
乗り , 北九州 , 広島 , 岡山 , 神戸 , 大阪湾沿岸 , 関東等の都市や工業地帯へと労働者として移
住した者が多かった。また , 済州島からは大阪間の定期航路で主に大阪方面に渡航している。
1920 年代後半から , 昭和恐慌の時期に朝鮮人労働者が増え続けたことは , 大都市の行政当
局者にとって深刻な問題で , 彼らは失業問題 , 社会問題の一部として朝鮮人労働者を意識す
ることとなった。そこで , 日本政府は 1934 年 10 月の閣議で初めて本格的な在日コリアン政
策を決定するのであるが , たとえば日本への渡航の制限と合わせて , 朝鮮内での生活安定 ,
そのための窮民救済事業の実施なども閣議決定された。これに関連するが , 1930 年代の朝
鮮で進められた工業化の要因の一つとして , 朝鮮人労働者の日本流入を抑制しなければなら
ないという認識もあったという〔水野・文 2015 年 , 第 2 章〕。
他の日本移住の要因としては , 1937 年に全面化した日中戦争後の戦時動員や , 解放後の混
乱期に起こった済州島四・三事件（1948 年）などもあげられ , 後者では日本に避難してき
た人びとがそのまま在日コリアンになった。
1930 年代後半には日本生まれの二世が 20 ～ 30％に , 1940 年代にはこの在日二世が 30 万
人にも達していて , 在日コリアンの相当数が言語や発想のし方という面で日本人一般のそれ
に近いものに染まっていたという。敗戦後の 1946 年 3 月までには , およそ 140 万人が本国
に帰還したが , その頃から帰る者は減少し , いったん帰還した者が日本に「逆流」するとい
うことまで起こる。それは , 日本の敗戦間際にソ連が参戦して , 朝鮮半島が米ソの覇権争い
の舞台となっていくからであった（1948 年に南北分断）。植民地支配から解放された後の朝
鮮は , 左右対立によりテロの応酬など殺伐とした空気で覆われていたうえ , 南朝鮮では深刻




そのため , 冷戦（東西対立）で反共政策をとる GHQ と同化主義方針を維持する日本政府に
より , 社会主義的あるいは民族主義的傾向にあった在日コリアンは管理され , 行動が規制さ
れることになる。
なお , 戦前に植民地帝国となっていた日本では , 単一民族のナショナリズムと多民族の帝
国主義的なナショナリズムとが重層していた〔青野 2015 年 , 終章〕。だが , 領土が縮小する
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とともに , 周辺アジアを覆う冷戦の緊張からは「一国平和主義」的に距離を置こうとする戦
後期に入って , むしろ単一民族論が主流になったという〔小熊 1995 年〕。日本政府もその立
場で , 単一民族のナショナリズム形成に邁進したため , 日本人に同化しない在日コリアンに
対して〈排除〉の方針を取るのであった。
たとえば国籍をみるなら , 日本に在留する朝鮮人や同様に旧植民地出身の台湾人などは戦
前まで日本国籍であった。そして , 戦後もしばらくは日本国籍を保有していたが , 朝鮮人お
よび台湾人は二段階で日本国籍を失っていく。最初の段階は 1947 年に施行された外国人登
録令（～ 1952 年 4 月）で , 日本国籍でありながら「当分の間 , これを外国人とみなす」（第
11 条）という施策であった。朝鮮人の国籍等の欄は出身地である「朝鮮」と書かれていて ,
これが朝鮮籍の起源である。つまり , 朝鮮籍は実態をともなう国籍ではなくて , 日本におい
て外国人登録上の出身地としての記号的かつ便宜的な記載であったわけである。
だが , 翌年の 1948 年に南北に分断され , 北に朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）が , 南に
大韓民国（韓国）が樹立されたため , 新たに韓国籍ができて国籍問題がさらに複雑になる。
韓国籍は韓国の国籍であるが,朝鮮籍は外国人登録令が生み出した出身地の記載であるため,
当然ながら北朝鮮の国籍ではなく , 事実上の無国籍とよくいわれている。あるいは , 朝鮮籍
は「国籍未確認」, つまり国籍選択権が与えられず国籍を喪失した後 , いずれの国からも国
籍の確認を受けていない状態という説明もある〔李 2021 年 , 第１章〕。
南北に分断された朝鮮半島に目を向けると , 分断にともなう対立が激化して 1950 年には
朝鮮戦争（～ 1953 年）が勃発した。この混乱期に日本に避難してきた人びとを , 日本政府
は密航者として取締りの対象としたため , さらに在日コリアンに対する管理・規制が厳しく




けである。そして , 取締りの対象とされたため , 永住権のような代わりの権利もないまま管
理される状況に陥った。16 歳になって役所で外国人登録をする際や 5 年ごとの更新の際も ,
指紋を押捺させられていたが , この指紋押捺制度の対象となる在留外国人の大部分が在日コ
リアンであった。
なお , 外国人登録法は 1999 年 8 月に改正されて指紋押捺制度が廃止され , この法令自体
も新たな在留管理制度の導入にともない 2012 年に廃止されている。また , 永住するための
在留資格に関しては , 韓国との国交が回復した 1965 年に韓国籍者のみ「協定永住」が認め
られるということがあったが , 1991 年には朝鮮籍と台湾籍の人たちも合わせて一本化され ,
特別永住者としての在留資格が認められた〔ブリタニカ国際大百科事典 2018 年〕。
在日コリアンの現在の人口は , 前述の「協定永住」の後 , 多くが朝鮮籍から韓国籍への書



















どうかはっきりしておらず , 日本の学校では彼らを受け入れるのを嫌がった。そこで , 朝鮮
人集住地区などでは , 朝鮮固有の「書堂」（寺子屋）が設けられたり , 簡便な施設の夜学を
開いたりするなど , 朝鮮人教育機関が作られていた。しかし , 日本政府は前述した 1934 年
10 月の閣議決定後は , 各府県の警察が朝鮮人教育機関に閉鎖を命じ , 朝鮮人の子どもたちを
日本の学校に通わせる措置をとった。とりわけ朝鮮語の教育は厳しく禁止するというのが
当局の方針であった〔水野・文 2015 年 , 第 1 章〕。
このように朝鮮語教育を否定する日本政府の同化主義方針は , 戦後も GHQ の反共政策と
絡み合いながら継承される。日本で解放を迎えた在日コリアンは , 朝鮮語の読み書きができ
ない子どもたちのために 1945 年秋頃から国語講習所を設立していった。1946 年 10 月まで
のあいだに , 日本各地に 525 校の初等学院 , 4 校の中学校 , 10 校の青年学校が設立され , 1,100
余名の教員によって 4 万 1,000 余名の生徒たちに体系的な民族教育が実施されたという（朝
鮮総連 HP）。
しかし , 冷戦下の東西対立を反映して , 民族教育を推進する在日本朝鮮人連盟（朝連 , 1945
年 10 月～ 1949 年 9 月 , 後継団体が朝鮮総連）が左傾化していくため , 反共政策をとる GHQ
は 1948 年 1 月に , 在日コリアンも日本の公私立学校に就学する義務がある等の通達を出す。
つまり , GHQ は在日コリアンの民族教育を否定する方針を示し , 1949 年 9 月には朝連が解
散させられ翌月に朝鮮人学校の閉鎖も命じられた。
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その後 , 1955 年 5 月に朝鮮総連が結成され , 新たな民族学校の建設が進められていく。し
かし , 朝鮮総連は北朝鮮との関係を強めていくとともに , 北朝鮮もまた民族学校の建設を積
極的に支援したため朝鮮学校が急増する。
その一方で , 韓国は民族教育に無理解で , GHQ と日本政府が在日コリアンの民族教育を弾
圧したことについても韓国政府はその方針を擁護していた。そもそも当時の李承晩政権は ,
在日コリアンの処遇問題を , 日本政府と在日コリアンとの人権問題としてではなく , 両政府
間での政治外交問題として扱っていた〔閔 2019 年 , 結論〕。




〔水野・文 2015 年 , 第 4 章〕。
前述したように , 日本で生まれ育った二世は戦前に朝鮮語を学ぶ機会が与えられていな





各種学校の初級学校 , 中級学校 , 高級学校という位置づけで , 朝鮮語で各教科の授業をおこ
ない , また日本の一条校の「国語」に相当する「日本語」の科目も設けている。
一方 , 6 校という少数の韓国学校の場合は , 東京韓国学校の初等部 , 中・高等部と , 大阪府
のコリア国際学園の中等部・高等部が各種学校で , それぞれ独自なカリキュラムを組んでい
る。大阪市の建国小学・中学・高校 , 同市の大阪金剛インターナショナル小学・中学・高校 ,




が ,WEB サイトを見た印象では , 民族教育よりも北朝鮮の国民教育に重点が置かれていると
いう批判が多いようである。このような批判に加えて , 在日コリアンの少子化や日本国籍取
得 , 国際結婚での日本国籍選択なども大きな要因となり , 朝鮮学校の生徒数は減少し続けて




2018 年 4 月の時点で , 朝鮮学校は幼稚班が 40 校 , 初級学校が 51 校 , 中級学校が 31 校 , 高
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級学校が 10 校 , 大学校が 1 校である〔呉 2019 年 , 序章〕。
前記のような批判や減少傾向への対策として , 朝鮮学校はその後に改革・解放を進め ,2003
年度にはカリキュラムと教科書が , 日本社会での共生を前提とした内容に全面改編された
〔朝鮮総連 HP〕。また , この時期の朝鮮学校の公開授業で , 私は黒板の中央上に飾られてい
た北朝鮮指導者の肖像画が外されたことを確認している。なお , 受入れ生徒に国籍等は関係
なく , 朝鮮半島にルーツをもつ韓国籍・朝鮮籍・日本籍が在学しているという。
以上からわかることは , 東西対立にともなう南北分断は , 日本に定住することになった在
日コリアンの民族教育にも大きな影響を与え続けてきたということである。民族学校の場
合 , 日本社会でマイノリティとして生きていくうえで求められる民族教育と , 南北それぞれ
の本国政府が求めてくる国民教育との間で生じる葛藤を避けられないだろう。各種学校と
して独自の民族教育を推進する朝鮮学校ではその葛藤が大きいということがわかる。




現在の日本政府による圧力の例としては , 民社国連立政権で 2010 年度から実施された高
校授業料無償制度があげられる（2014 年度に就学支援金制度に変更）。この制度を規定し
た文部科学省令によれば外国人学校（各種学校）も制度の対象になる。そこで , 反対する立
場を取った自民党では（当時は野党）, 国会での法案採決の直前に , 党内の文部科学部会と
拉致問題対策特別委員会が同年 3 月に合同で会議を開き , 朝鮮学校を高校授業料無償化法
案の対象にすべきでないとする決議を全会一致で採択した〔自民党の YouTube 公式サイト
2010 年〕。ここで , 教育支援の問題が拉致問題に絡めた政治的駆け引きの道具に利用され ,
政治が教育に露骨に介入していることを確認できる。
そして , 拉致問題と絡める枠組みはその後も継承され , 自民・公明連立政権に交代後の
2013 年 , 多くの外国人学校が対象とされたにもかかわらず , 朝鮮学校は支給対象から除外さ
れてしまう。文部科学省は同年 2 月 20 日 , 朝鮮学校を「高校無償化」の対象から除外する
ために省令を改正し , それまでに申請を行っていた朝鮮学校 10 校に対し , 無償化の対象に
指定しないことを通知したのである。
当時の下村博文文部科学大臣は前日 19 日の記者会見で , 朝鮮学校を無償化対象から除外
する理由として ,「朝鮮学校は在日本朝鮮人総連合会（朝鮮総連）の影響下にある」と述べ
ている。文科省は前年末に , 日本人拉致問題が進展していないことなどを理由に無償化対象
から朝鮮学校を外す方針を表明していた。その後 , 約 1 カ月間にわたり一般から意見を公募
した結果 , 約 3 万件の意見が寄せられ , 無償化対象にしない方針への賛成意見が反対意見を
わずかに上回る程度であった。下村大臣は「賛成 , 反対の多い少ないによらず , 政府として
対象にしないと決定した」と説明している〔『日本経済新聞』2013 年〕。
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たのは , 憲法第 26 条第 1 項には ,「すべて国民は , 法律の定めるところにより , その能力に
応じて , ひとしく教育を受ける権利を有する。」とあり , 国民に「教育を受ける権利」を保
障しているからである。しかし , 人権に関しては性質説という解釈で憲法が外国人の人権を
保障しているとされるが , この憲法の「教育を受ける権利」に関してはそうではないようだ。
研究によると ,「教育を受ける権利」も , それを受けた教育基本法第 4 条（教育の機会均等）
が示す学習権も , 日本国籍を有する者にみに該当するという。
そこで , 日本における在日外国人の教育権については , 国際人権規約（1966 年の第 21 回
国連総会で採択 , 日本は 1979 年に批准）の社会権規約（国際人権 A 規約）第 13 条第 1 項
の規定により保障されることになっているとのことである〔金 2009 年〕。その条文の前半











「パッチギ！」（2005 年に公開）を紹介する。実はこの映画が作られた時期には , 朝鮮学校
への異常なまでの嫌がらせがあった。先にそのことを説明しておこう。
この映画の公開から 5 年前の 2000 年 6 月 , 当時の南の金大中大統領がピョンヤンを訪れ ,
北の金正日総書記と首脳会談をおこない南北共同宣言が出された。このような南北の融和
ムードの中で日本政府も動き , 2002 年 9 月に当時の小泉純一郎首相が訪朝して日朝平壌宣
言が発表される。しかし , 同時に北朝鮮が日本人の拉致問題を認めたことが日本社会に衝
撃を与えた。その頃の日本では , 韓国ドラマ「冬のソナタ」が火付け役となり , 歴史の知識
をともなわない上滑りな感じではあるが ,2004 年頃から日本で韓流ブームが巻き起こってい
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く。その一方で , 北朝鮮に対してもやはり歴史の知識をあまりもたないまま , 韓流ブームと
は真逆の悪感情が増大していく。拉致問題に加えて北朝鮮がミサイル発射実験や核実験を
強行したため , 日本社会が再び北朝鮮に対して , さらに在日コリアン全般に対しても排外的
になっていった。そして , 朝鮮学校に通う生徒たちへの嫌がらせも激化していく。




映画の舞台は 1968 年の京都。府立東高校 2 年生の主人公である松山康介（塩谷瞬）は ,
争いが絶えない朝鮮高校（朝高）へサッカーの練習試合を申し込むことになった。









そんな , 切ない恋と熱い友情 , そして激しいリアルファイトの上 , 最後には爽やかな感動
が交錯する「青春炸裂ストーリー」。
井筒和幸監督がおりなすスピード感溢れるエピソードとエンタテインメント映画の傑作。
この映画は第 29 回日本アカデミー賞で , 優秀作品賞・優秀監督賞・新人俳優賞などを受























の歌は , 1957 年に北朝鮮でソプラノ歌唱曲として作られた。二人は南北分断の際に南から







この「リムジンガン」の日本語版である「イムジン河」は , 1965 ～ 66 年頃からザ・フォー




フォークルは 1965 年に加藤和彦 , 北山修 , 端田宣彦の 3 人が結成したフォーク・グルー
プで ,1967 年のデビュー曲「帰って来たヨッパライ」で一躍有名になった。そして , 翌年に
「イムジン河」のレコードが発売される予定であったが , 直前に発売中止となる。実は「イ





ところで , フォークルに「イムジン河」を伝えたのは , グループの加藤や北山と親しかっ
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た松山猛で , グループが結成された 1965 年 , 彼らが 19 歳の頃である。また , 松山の少年時
代の経験がヒントになって映画「パッチギ！」のストーリーが作られた。
松山は中学生の時 , 朝鮮学校といつもケンカばかりするから , 先生に相談してサッカーの
親善試合を申し込みに学校を訪れたところ , ある教室から流れてくる「リムジンガン」の美
しいメロディーを聞いて感動する。そこで彼は , 知り合いになった在日コリアンの少年から
そのメロディーを教わり , 彼の姉が書いた一番の歌詞とその日本語訳のメモ , そして朝日辞
典をもらった。
その後 , 松山は知り合うことになったフォークルにその歌を伝え , さらに自分で二番と三
番を書き加えた。彼は「分断された国の人びとの , 本当の気持ちがわかりようもありません
でしたが , 北朝鮮に帰っていって , もう会うことができなくなった友だちのことや , 今 , 世界














二番と三番の歌詞が加わることで , イムジン河は南北の間を流れるとともに , 朝鮮半島と
日本との間を流れ , さらに在日コリアンと日本人との間にも流れる , そのような河として ,
多くの人びとに受け止められたのではないかと思う。それゆえ , この歌は発売中止となった
後 , 放送すらもされなかった時代に , 河に虹がかかることを願う人びとの間で , 長く長く歌
い継がれてきたのだろう。
このような「歴史」をもつ歌「イムジン河」は , 2000 年に始まる南北融和ムードの中で ,
フォークルの原盤が 34 年ぶりに CD として発売されることになった。2002 年 3 月のことで
199在日コリアンと「イムジン河」の歌
ある。
34 年ぶりの発売時の情勢は , 2000 年 6 月に南の大統領によるピョンヤン訪問で南北共同
宣言が出され , 在日コリアンの間でも統一への期待が高まっていた。日本社会もまたその融
和ムードを受けて , たとえば 2001 年 12 月の「第 52 回 NHK 紅白歌合戦」で , キム・ヨンジャ
が「イムジン河」（別の歌詞）を熱唱するなど追い風が吹いていた。






そんな中でも , 前述した映画「パッチギ！」が上映され , 歌「イムジン河」が再びクロー
ズアップされていった。YouTube にアップロードされたこの歌を歌う動画の多さからもわ
かるように , 在日コリアンも日本人も , この歌に癒され励まされた人が多いはずである。い
うまでもなく , 歌は想いを同じくする人たちをつないでくれる。平和や共生の歌はそれを願





あったため , 親しい友人の前でも決して歌わなかった。そのような経験があるため ,YouTube
で「イムジン河」を検索すると , かつてフォークルが歌ったモノクロの動画以外にもたくさ
んの動画が現れてきて , 多くの人たちの間で歌い継がれていることに時代の流れを感じる。
しかも , 韓国でこの歌を日本語のままで歌うイ ･ ラン（이 랑）という歌手がいることに驚き ,
そして感動を覚えた〔イ・ランの YouTube サイト〕。
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